






1974年から 75年にかけて、ビハール州を中心にしてインド各地では、J. P. (=ジャヤプラ









































































に気が付いた。. . .インドの共産党 (CPI) 員は、スターリンの指導下にあったコミンテル

































































変化 (inward human change) が付き従っていた。それは、ガンディーが ‘二重革命 (double























































浪費、汚職につながる。国家資本主義は、国家、特に国家官僚 (State Bureaucracy) 或いは






























































































ションも急速に進行した。73 年 6 月から 74 年 6 月にかけての僅か 1 年間に、米の価格は
































る手助けをしてほしいと訴えた。. . .「ビハール運動に関する全インド大学教師会議 (All-




ビハールでは、「チャートラ・サンガルシュ・サミティー (Chatra Sangharsh Samithi 学生
闘争委員会)」や「ジャン・サンガルシュ・サミティー (Jan Sangharsh Samithi 人民闘争委
員会)」が、州の至る所にできている36)。
たいていの村の人々は、ナーラーヤンと彼の運動を知っている。運動は、学生の動員に





































1975年 3月 23日、「ジャナタ・サルカール」は「料金統制表 (rate control chart)」を「ブ

















































秘書 (first secretary) であり、新聞「インディアン・エクスプレス (Indian express)」で働いた
ジャーナリストであった。筆者がサッチダーナンドを選んだ理由は、以上のような経歴に加え
て、ナーラーヤンと 30年以上行動を共にしてきたということで、ナーラーヤンとの関わりが
非常に深い人物であったためである。以下、質問 (Q) とそれに対する答 (A) という形式で述
べることにする。

























ラーヤンは、とても正直で私心のない人間として人々に知られていた。   「歌」の果たした役割
も重要である。歌の内容は、「全面革命」についてであって、それが大衆を惹き付けた。








Q : ナーラーヤンの運動に参加して感じたことは何か ?
A : ナーラーヤンは、社会主義運動からヴィノバの運動へ、そして「全面革命」運動へと、  論
理的に一つずつ行動していった。ナーラーヤンのような遍歴を辿った人は誰もいない。ナー
ラーヤンの「全面革命」の思想は、長年の活動の成果であり、精神的な次元を考慮したもので
ある。ガンディーは、「私の真理実験の物語 (The Story of My Experiments with Truth)」という





























































































































1974年 8月、7党が連合してバールティーヤ・ローク・ダル (BLD; インド人民党)が結成さ
れた。ナーラーヤンは、この動きを歓迎しないわけではなかったが、党の連合に関しては次の
ような見解を抱いていた。
運動は、「人民の運動」であり、反対政党 (opposition party) の連合戦線の運動ではない。
そのような運動の目標は何であるのか。言うまでもなくそれは、人民の要求の実現、搾
取・抑圧・貧困・同様な多数の不正からの自由の実現である47)。





















それは、大衆を覚醒させ、望ましい方向に心を変革 (change of heart) することである50)。
しかし、ここに、ナーラーヤンが野党勢力の指導者になることを強く期待される状況が生じ
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